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最新の調査結果から、認定資格試
験がおよぼす世界中何千もの IT 
プロフェッショナルの生活とキャリ
アへの影響について探りましょう。

- IT 認定資格試験に関する調査 -
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はじめに3

2015 年より実施している年次調査の最新の調査では、認定
資格取得者の観点から、業界で認められた認定資格を取得す
るメリットを特定し、認定資格取得に向けたさまざまな道筋を
概説します。2018 年度認定資格試験に関する調査 (VoC) の
結果を探り、現在の認定資格試験動向の理解にお役立てくだ
さい。 

調査対象
この調査は、2017 年第 4 四半期から 2018 年第 3 四半期
までの期間に、ピアソンVUE® 公認テストセンター (PVTC) 
で認定資格試験を受験した受験者が対象です。認定団体 
(Cisco、Microsoft など) が、その受験者の調査へ同意した場
合にのみ、調査協力依頼へのアンケート eメールを送付しまし
た。全体で、32 の認定資格団体が調査に同意し、ヨーロッパを
除くの 138 カ国から 10,000 以上の回答がありました。 

調査は、アンケートメールを対象者に送付し、オンラインで
実施されました。先着 100 名の回答者に 10 米ドル相当の 
Amazon ギフトカードの謝礼を用意し、世界の 3 地域別に調
査への協力を依頼しました。調査は 2018 年 11 月〜 12 月
の間に 4 週間連続して実施されました。



概要

調査は、2017 年第 4 四半期から 2018 年第 3 四半期までに認定
資格を取得した受験者を対象としました。
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10,000+
 138 ヵ国からの回答者 

32
参加試験プログラム ：



調査結果 : 認定資格を取得する理由

IT 関連分野でのキャリアやキャリアアップを考えている友人・同僚に認定資格取得を推
奨しますか?

強く推奨する
おそらく推奨する

わからない
おそらく推奨しない

全く推奨しない

63.2%

27.4%

6.7%

1.7%

1.0%

回答者数 = 10,190

認定資格取得の原動力は何でしたか？

教育機関のプログラムや登録したコー
スが最初のきっかけだった

プロフェッショナルとしての向
上心が最初のきっかけだった76% 24%

認定資格を取得する個人的な理由は？

プロフェッショ
ナルとしてのプ
ロフィールに磨
きをかけるため 

(33%)

#2 #3 #4 #5 #6 #7 #8
特定の技術や
技術分野にお
ける知識を向
上させるため 

(33%)

昇給のチャンス
が増すから 

(23%)

就職に有利にな
るから 
(18%)

昇格のチャンス
が増すから 

(15%)

職務に必要
だったから

(13%)

再認定のため 
(8%)

単に挑戦して
みたかったから

(5%)

#1

74% の回答者が認定資格取得によって個人的な目的を 
「達成した」または「ほぼ達成した」と答えました。

5

90% が認定資格試験の取得を推奨



なぜ認定資格取得を目指したのか？
75％ 近くの回答者は自分の意思で積極的に認定資格取得を目
指した (内的要因) と回答し、 残りの回答者は登録した教育機関
のプログラムまたは登録したコースの間接的な結果である (外
的要因) と回答しました。

内的要因のうち 33％ は前述のプロフェッショナルとしてのプロ
フィールや地位の向上を挙げ、33％ は技術的知識を向上させる
ためと回答。認定資格を取得した理由を
挙げた回答者の 74％ が、認定取得によ
り目的を「達成した」または「ほぼ達成し
た」と回答しています。

どのようなメリットがあったか？
回答者は、認定資格取得により以下の 3 
つタイプのメリットを実感したと回答。多
くの回答者が後者の 2 つのタイプのメ
リットをより多く実感したと回答していま
す。

• 客観的メリット (測定可能な数字的価値)
• 個人的メリット (個人的な価値）
• 実務におけるメリット

大多数の回答者は、より専門的な信頼を得ることや知識をより長
く維持できるなど、認定資格を取得する過程で得られる無数のメ
リットが、トレーニングを受けるだけの場合に得られるメリットの
数を上回ると述べています。

“4 分の 3 近くの
回答者は「自ら積極
的に認定資格取得
を目指している」と

回答”

6 調査結果 : 認定資格を取得する理由



認定資格取得により以下のメリットを享受したと回答 :

回答者数 = 9,951

身に付けた知識を 
実務で活かすことができた 

昇給した

自身の能力に対する 
自信がついた

仕事の満足度が 
上がった

仕事の質が上がった
タスク量や重要性において 
責任が増加した

67%

55%

44%

41%

35%

28%

客観的メリット (測定可能な数字的価値)

昇給した

タスク量や重要性において責任が増加した 

昇格した

業績評価で高い評価をうけた

同じ分野での転職

新しい分野への転職

転職で面接に呼ばれる回数が増えた

プロジェクトリーダーや責任者を任される回数が増えた

業務で成功をおさめ、特別賞や表彰を受けた

特になし

取得後間もないため、今のところなし

34.7%

27.6%

26.2%

25.5%

19.0%

16.1%

14.0%

12.2%

8.5%

7.4%

13.7%

回答者数 = 9,951

65% の回答者が認定取得後 3〜4ヶ月以内に
メリットを実感

7 調査結果 : 認定資格取得によるメリット



認定資格取得前と比較した場合の昇給率

個人的メリット（個人的な価値）

自身の能力に対する自信がついた

仕事の満足度が上がった 

職場でやりとりする人たちからの信頼度が高まった

キャリアに対して期待が高まり楽観的になった

成功するための決意がより強固になった

同じ分野における認定プロフェッショナルたちとのコミュニティ意識が築かれた

特になし

取得後間もないため、今のところなし

67.4%

40.5%

39.7%

34.8%

33.6%

18.1%

3.3%

7.0%

実務におけるメリット

身に付けた知識を実務で活かすことができた

生産性と業務の効率が上がった

仕事の質が上がった/より効果的なソリューションを提供できた

トラブルシューティングに余裕ができた

与えられた業務を実行する際に自立性が向上し、他人に対する依存度が低下した

会議の課題やプロジェクトの期日に余裕が持てた

特になし

取得後間もないため、今のところなし

55.1%

44.4%

44.1%

40.9%

36.6%

12.6%

4.2%

9.8%

回答者数 = 9,951

回答者数 = 9,951

50%+ h  
31% - 50% h
21% - 30% h
11% - 20% h

6% - 10% h
< 5% h

5%

7%

12%

21%

29%

26%

昇
給

率
 (%

)

 回答者 (%)

8 調査結果 : 認定資格取得によるメリット



トレーニングを受講するだけではなく、認定資格取得も目指
す方が良いと回答する理由

回答者数 = 10,190

“専門分野をより広く、深く学
習することになるので、学習
におけるギャップを防ぐ/減ら
すことに効果的”

“身につけた知識を長期間に
わたり保持するのに役立つ”

“職場で関わる人たちに、プロフェッ
ショナルとしての信頼感を与えるこ
とができる”

“スキルと知識を最新
の状態に保つための大
きなモチベーションと
なる”“自分自身をより価値のある

ものにすることができる”

“異なるコンセプトをより大きな分野に
結びつけるのに役立ち、それらの関連性
を見つけることができる”

91%

90%

89%

84%

88%

84%

調査結果 : 認定資格とトレーニング9



学習や受験で強化する予定のある試験プログラム TOP20

Cisco
CompTIA
Microsoft
VMware
Oracle
(ISC)2

AWS
ITIL
IBM
LPI
HPE
EC-Council
Dell EMC
GIAC
Citrix
Juniper Networks
F5 Networks
Palo Alto Networks
Fortinet
Red Hat

回答者合計
平均頻度 
中央値

32.8% (1)
25.6% (2)
25.6% (3)
13.7% (4)
10.8% (5)
6.5% (6)
6.1% (7)
5.8% (8)
5.2% (9)
4.9% (10)
4.2% (11)
3.8% (12)
3.8% (13)
3.5% (14)
2.9% (15)
2.9% (16)
2.8% (17)
2.6% (18)
2.6% (19)
2.5% (20)

100% (10,190)
2.3 
1.0 

27.4% (1)
22.3% (3)
20.6% (2)
13.2% (4)
9.6% (5)
5.4% (7)
5.6% (6)
5.1% (8)
4.8% (9)
4.1% (10)
3.8% (12)
3.4% (14)
3.7% (13)
2.8% (15)
2.8% (17)
2.7% (18)
2.8% (16)
2.5% (19)
2.5% (21)
2.5% (20)

83.9% (8,546)
2.17 
2.0 

29.5% (1)
23.4% (3)
19.3% 2)
12.3% (4)
9.4% (5)
5.0% (7)
6.4% (6)
2.9% (8)
4.3% (9)
4.4% (10)
3.2% (12)
2.6% (14)
3.1% (13)
1.6% (15)
2.6% (17)
2.6% (18)
2.5% (16)
2.5% (19)
2.6% (21)
2.3% (20)

99.9% (10,181)
1.96 
1.0 

認定資格取得 トレーニング 自主学習
試験プログラム 
認定団体  回答者%  *(順位) 相対度数

要約 5%     10%     15%     20%     25%     30%     35%

84% の回答者がインストラクター主導の 
トレーニングを受講

調査結果 : 認定資格とトレーニング10



最後に受験した認定資格試験の専門分野

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

セキュリティ
ネットワーク＆ワイヤレス
クラウド
仮想化
サーバ
データベース管理・開発　　　
アプリケーション (ソフトウェア) 開発
OS (オペレーティングシステム)
ヘルプデスク
ストレージ
アナリティクス、ビッグデータおよびデータウェアハウス
ウェブ開発
CRM & ERP
エンタープライズ・アーキテクチャ
プログラムマネジメント、アジャイルおよびスクラム
その他
ビジネススキル
ミドルウェア
ビジネス・アプリおよびデスクトップ生産性ソフトウェア
コラボ、電話・ビデオ / ウェブ カンファレンスシステム
品質管理
IaaS, IoT, PaaS, SaaS
リーダーシップ、マネジメント
DevOps
eコーマース / eビジネス
モバイル
オープンソース
3D モデリング/CAD
ボイスエンジニアリング
マルチメディア・プロダクション、グラフィックデザイン

(20.9%)
(18.7%)

(9.5%)
(6.3%)
(5.3%)
(4.4%)
(4.4%)
(3.9%)
(2.9%)
(2.9%)
(2.8%)
(1.8%)
(1.7%)
(1.6%)
(1.6%)
(1.5%)
(1.3%)
(1.2%)
(1.1%)
(1.1%)
(0.9%)
(0.8%)
(0.8%)
(0.7%)
(0.6%)
(0.6%)
(0.4%)
(0.3%)
(0.2%)
(0.0%)

注 ： 調査対象者による最後に受講したインストラクター主導のトレーニングおよび自主学習によってカバーされた専門分野の順位は、基本的にここに示さ
れている順位と同じです (それぞれ r= .996 および .990）。

調査結果 : 認定資格の専門分野11



回答者数 = 10,190

勤務先
自分(受験者本人)
教育機関(高校/短大/大学等) 
政府のプログラム
試験は無料だった
その他
回答しない
わからない

53.5%
31.5%

5.0%
3.7%
2.8%
1.8%
1.4%
0.3%

54%
 勤務先が負担

試験予約サイトで直接支払った
トレーニング機関
mindhub (オンラインストア)
その他
LPI や CompTIA などのオンラインストア
Amazon
わからない
勤務先

28.6%
26.6%
15.1%
11.3%

8.8%
4.4% 
2.8% 
2.2%

55%
 試験予約時に購入、 

またはトレーニング機関
で購入

試験とトレーニングはセットになっていた
試験バウチャーを別途購入した

51.3% 
48.7% 51%

試験とトレーニン
グのセット

回答者数 = 10,190

回答者数 = 3,199

12

試験料を自身で支払った場合、試験またはバウチャー
はどこで購入しましたか？

受験した試験は、トレーニングとセットで購入しました
か？

最後に受験した認定資格試験の受験料は誰が負担しましたか?

調査結果 : 認定資格試験の購買行動



勤務先
自分(受験者本人)
教育機関(高校・短大、大学等)
政府のプログラム
トレーニングは無料だった
ほかの第三者機関 (NPO団体等)
回答しない
わからない

57.7%
25.3%

5.8% 
4.3%
3.6%
1.5%
1.4%
0.4%

インストラクター主導のトレーニング (ILT)

最後に受講したインストラクター主導のトレーニング (ILT) コースの費用は誰が負担しましたか? 

58%
勤務先が 

費用を負担

トレーニング機関 
その他
試験を予約したウェブサイト
mindhub (オンラインストア)
Amazon
LPI や CompTIA などのオンラインストア
勤務先
わからない 

40.3%
17.6%
13.2%

8.4%
6.7% 
5.6%
4.6%
3.6%

54%
トレーニング機関 

または 
試験予約サイトで購入

勤務先
民間のトレーニング機関 
教育機関(高校・短大、大学等)
政府機関の施設
その他

48.5%
31.4%
13.4%

5.3%
1.1%

49%
勤務先で 

トレーニングを受講

トレーニングコースはどこで受講しましたか？

最後に受講したトレーニングコースはどこで購入しましたか?

回答者数 = 8,546

回答者数 = 8,546

回答者数 = 2,159

調査結果 : トレーニング方法と学習教材13



過去12ヶ月間に使用した学習教材

インストラクター主導のトレーニングで使用した教材

自主学習で使用した教材

模擬試験
出版されているテキスト (デジタル)
シミュレーション環境/実技用ラボ
出版されているテキスト (書籍)
認定団体が提供するウェブコンテンツ 
(Microsoft、Cisco、CompTIA等)
動画サイト
有料のオンライン学習サイト
 (Lynda、Udemy、Pluralsight など)
民間企業が提供するウェブコンテンツ 
大規模公開オンライン講座 、MOOC
その他

回答者数 = 8,546

1. 模擬試験
2. インストラクターが作成したテキスト
3. シミュレーション環境/実技用ラボ
4. インタラクティブ・メディア 
5. ビデオ教材
6. 出版されているテキスト (デジタルフォーマット)
7. 出版されているテキスト (書籍)
8. 実践ベースの教育/共同教育 
9. その他

46.6% 
38.8%
38.5%
37.2%
36.7%
34.9%
28.2%
18.3%

1.2%

43.9% 
30.5%
28.9%
27.6%
27.1%

26.9%
26.4%

15.5%
8.0%
1.5%

回答者数 = 10,191

1.

2.

3.

4.

5.

 

6.

7.

8.

9.

10.

14 調査結果 : トレーニング方法と学習教材



さらなる発展のために今後12ヶ月間に学習や受験をおこなう予定はありますか？

クラウド

セキュリティ

ネットワーク ＆ ワイヤレス

仮想化

サーバ

OS (オペレーティングシステム)

アナリティクス、ビッグデータ、データウェアハウス

ストレージ

アプリケーション (ソフトウェア) 開発

データベース管理・開発　　　

リーダーシップ、マネジメント

ビジネススキル

DevOps

エンタープライズ・アーキテクチャ

IaaS、IoT、PaaS、SaaS

プログラムマネジメント、アジャイル、スクラム

オープンソース

ウェブ開発

ビジネス・アプリ、デスクトップ生産性ソフトウェア

コラボ、電話・ビデオ / ウェブ カンファレンス

モバイル

ヘルプデスク

CRM & ERP

3D モデリング/CAD

ミドルウェア

eコーマース / eビジネス

ボイスエンジニアリング

品質管理

マルチメディア・プロダクション、グラフィックデザイン

その他

18.1% (3)
21.4% (1)
18.8% (2)
11.7% (4)
10.9% (5)
8.6% (6)
5.5% (11)
7.7% (7)
5.6% (10)
6.1% (8)
4.3% (13)
3.5% (17)
4.2% (14)
4.9% (12)
4.2% (15)
5.6% (9)
3.4% (18)
3.6% (16)
3.2% (20)
3.4% (18)
2.9% (23)
2.9% (22)
2.8% (24)
2.7% (25)
1.8% (28)
1.5% (29)
2.3% (26)
2.2% (27)
1.3% (30)
3.0% (21)

9.7% (1)
8.5% (2)
6.7% (5)
8.0% (3)
6.6% (6)
5.7% (13)
6.5% (7)
6.0% (9)
5.7% (14)
6.0% (11)
7.0% (4)
6.3% (8)
6.0% (10)
5.6% (15)
5.7% (12)
5.4% (16)
4.4% (21)
4.7% (17)
4.6% (19)
4.7% (18)
4.3% (22)
3.5% (27)
4.4% (20)
2.9% (30)
3.9% (24)
4.1% (23)
3.9% (25)
3.8% (26)
3.3% (28)
3.0% (29)

20.7% (1)
15.3% (2)
14.4% (4)
15.2% (3)
12.9% (9)
13.6% (5)
13.2% (7)
11.2% (12)
13.4% (6)
11.1% (13)
11.5% (11)
12.9% (8)
12.3% (10)
10.3% (15)
10.2% (17)
8.3% (23)
11.0% (14)
10.3% (16)
10.0% (18)
9.4% (19)
9.4% (21)
9.4% (20)
8.1% (25)
9.3% (22)
8.2% (24)
7.8% (26)
7.1% (30)
7.3% (29)
7.3% (28)
7.6% (27)

認定資格試験 トレーニング 自主学習

専門分野 回答者 (%)  (順位)
相対度数

5%     10%     15%     20% 

調査結果 : さらなる認定資格取得の意欲15



結論16

この調査結果から明らかなことが 1 つあります。それは認定資
格保有者は、認定資格取得を達成することにより大きな価値を
得ているということです。回答者は、認定資格を取得することで
客観的、個人的、そして実用的という、複数の場面においてさま
ざまなメリットを享受していると答
えました。

認定資格取得は、受験者にプロフ
ェッショナルとしてより良い就職
機会を与え、さらには彼らに自信
を持たせたり、職場での信頼性を
高めるなど、さまざまな方法で受
験者に良い効果をもたらしてい
ます。

また、回答者の大多数は、トレーニングを単独でおこなうよりも、
認定資格を取得することは、認定保有者により深い技術的スキ
ルを身に付けさせる、プロフェッショナルな同僚の中でより強い
影響力を持たせる、そして継続的な学習やスキル開発において
より強い責任感を持たせる等、いくつかの点で優れていると感じ
ていることもわかりました。

最新の調査で、特に IT 分野で見られるスキル開発を継続的に
重視しながら、認定資格の関連性と有効性は今後数年間は高ま
り続けると予想します。

“認定資格試験に関す
る調査の結果は、認定
資格取得は多大な価値
を与え続けていること

を示している” 



付録 : 回答者の属性17

性別

学歴

大学院卒業

大学卒業

短期大学卒業

専門学校卒業

大学等における単位取得/中途退学

高等学校卒業

中学校卒業

38.2%

33.4%

10.4%

6.1%

6.1%

5.1%

0.6%

キャリアレベル

管理者レベル (15 年以上)

中堅社員レベル (8-15 年)

一般社員レベル (2-8 年)

新入社員レベル (2 年以下)

回答しない

該当しない

23.7%

27.7%

32.1%

12.0%

2.1%

2.4%

年齢

64 歳以上

55-64 歳
45-54 歳
35-44 歳
25-34 歳
18-24 歳
18 歳未満

回答しない

0.4%

5.0%

14.3%

29.2%

41.0%

8.5%

0.3%

1.2%

86.3%
(1.2% 回答しない)

12.4%

これまでに取得した認
定資格数 (中央値)

4-5



付録 : 居住国/地域18

回答者数 = 10,190回答者の居住国/地域

米国

東南アジア

日本

南米

アフリカ (サハラ以南)

中東

ロシア

中国

環太平洋諸国

極東

北アフリカ

37.9%
15.5%
12.3%
11.0%
7.8%
4.7%
3.6%
2.9%
2.6%
1.3%
0.4%



付録：業種19

業種
回答者数 = 10,190

コミュニケション・広報・広告
専門ビジネスサービス
交通・公益事業 
ISVおよびVARインテグレーション
製造業：消費財
非営利
保険・不動産・法律

0.9% 
0.9%
0.7%
0.7%
0.5%
0.5%
0.5%

回答数 1% 未満の業種

IT 関連 
サービス

36.8%
IT  

コンサルタント 
22.9%

建設・建築・ 
エンジニアリング

1.1%

航空宇宙 
/防衛 
1.1%

小売
1.1%

製造業：生産財
1.5%

医療・福祉・ 
ヘルスケア

2.4%

政府機関： 
その他公務員

2.4%

教育  
2.8%

金融
3.8%

IT通信製造業
3.9%

政府機関： 
防衛関連

4.0%

通信 
3.8%

無職
2.3%

宿泊・旅行
鉱業・石油・ガス
メディア・映画・音楽
卸売
製薬・医療・バイオテクノロジー
農業・林業・漁業
その他

0.5%
0.4%
0.4%
0.3%
0.3%
0.1%
0.3%



付録 : 所属企業/団体の規模20

従業員数

10 未満

10-49
50-99
100-199
200-499
500-999
1,000-1,999
2,000-4,999
5,000-9,999
10,000 以上

4.8%

9.9%
7.4% 8.4%

9.9% 9.2%
7.2%

8.7% 8.3%

26.1%

従業員数

-

+

回答者数 = 10,190



Pearson VUE について21

Pearson VUE (ピアソン ビュー) は何十年もの間 CBT (コン
ピュータベーストテスト)業界のパイオニアであり、教育・入学
試験から IT および医療・介護・ヘルスケアまで、あらゆる業界
で毎年 1,500 万以上の資格試験および免許試験を配信して
います。当社は 世界180 カ国にある約 20,000 の高セキュリ
ティなテストセンターネットワークを介して、ハイステークス試
験を開発および配信しています。大手テクノロジー企業から政
府機関および規制機関まで、幅広いクライアントとの協力的な
パートナーシップでアセスメント業界を牽引しています。
詳細については、PearsonVUE.com または PearsonVUE.
co.jp をご覧ください。

アセスメント業界を牽引
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